
特 

別 

寄 

稿 

 
 

最
近
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
し
ば
し
ば
、
自

分
の
子
供
の
虐
待
な
ど
の
報
道
を
目
に
す
る
。

こ
の
国
・
日
本
の
「
家
」「
家
族
」「
モ
ラ
ル
」

は
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。

我
々
は
こ
の
国
の
防
衛
の
問
題
を
日
夜
議
論

し
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し

て
、
こ
の
国
自
体
が
内
部
か
ら
崩
壊
す
る
こ

と
を
恐
れ
る
。 

こ
の
度
、
衆
議
院
議
員
・
小
林
鷹
之
氏
か

ら
、こ
の
児
童
虐
待
問
題
を
憂
え
る
提
言『
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
日
本
を
目
指
し
て
』

を
頂
戴
し
た
の
で
、
当
習
志
野
支
部
会
報
へ

の
特
別
寄
稿
の
形
で
の
転
載
を
お
許
し
い
た

だ
い
た
。
安
全
保
障
・
防
衛
の
話
題
と
は
ま

た
違
っ
た
観
点
で
、
地
域
社
会
に
生
き
る
隊

友
諸
氏
の
話
題
の
幅
を
広
げ
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
 誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
日
本
を
目

指
し
て 

衆
議
院
議
員 

小
林
鷹
之 

（
千
葉
二
区
選
出
・
隊
友
会
特
別
会
員
） 

 

昨
今
、
心
が
痛
む
児
童
虐
待
事
案
に
触
れ

る
機
会
が
多
い
で
す
。
身
体
的
虐
待
、
性
的

虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
放
置
）

な
ど
。
し
か
し
、
そ
れ
も
氷
山
の
一
角
。
我

が
国
で
は
、
児
童
相
談
所
（
以
下
「
児
相
」

と
略
記
）
で
対
応
し
た
児
童
虐
待
相
談
対
応

件
数
は
１
２
万
２
５
７
８
件
（
平
成
２
９
年

度
）
と
過
去
最
多
を
記
録
。
う
ち
検
挙
件
数

は
僅
か
１
０
８
１
件
と
な
っ
て
お
り
、
行
政

に
よ
る
対
応
が
不
十
分
、
真
剣
に
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
面
な
ど
が
多
々
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
そ
も
そ
も
把
握
さ
れ

て
い
な
い
案
件
（
暗
数
）
が
ま
だ
少
な
か
ら

ず
存
在
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、
児
相
の
体
制
強
化
や
他
機
関

と
の
連
携
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
加
え

て
、
こ
う
し
た
一
次
被
害
に
加
え
、「
二
次
被

害
」
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

特
に
、
親
な
ど
か
ら
性
的
虐
待
の
被
害
に

あ
っ
た
子
供
が
、
児
相
に
、
警
察
に
、
検
察

に
、
同
じ
こ
と
を
根
掘
り
葉
掘
り
繰
り
返
し

聞
か
れ
ま
す
。
忌
ま
わ
し
い
記
憶
を
再
体
験

す
る
こ
と
に
な
り
、
調
査
・
捜
査
の
過
程
で

耐
え
難
い
二
次
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
も
、
捜
査
機
関
に
よ
る
聴
取
で

は
、
立
件
す
る
た
め
の
証
拠
と
な
る
よ
う
、

子
供
は
様
々
な
こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
が
、
質

問
の
仕
方
を
相
当
丁
寧
に
し
な
い
と
子
供
は

誘
導
や
暗
示
に
か
か
り
易
い
た
め
、
記
憶
の

混
濁
も
起
こ
り
ま
す
。 

 

児
相
、
警
察
、
検
察
な
ど
の
関
係
機
関
の

連
携
は
、
以
前
と
比
べ
る
と
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
情
報
共
有
を
含
め
、
米
国
な

ど
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
米
国
で
は
、「
司

法
面
接
」
と
い
う
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
○１
関
係
機
関
が
連
携
し
て
子

供
へ
の
面
接
を
実
施
す
る
こ
と
で
聴
取
回
数

を
可
能
な
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
、
○２
子
供

に
優
し
い
環
境
下
で
、
子
供
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
誘
導
の
な
い
聴
取
を
行
う
こ
と
で
法

的
論
争
に
耐
え
得
る
事
実
を
聴
取
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
面
接
す
る
場
所

も
、
殺
風
景
な
部
屋
で
な
く
、
ぬ
い
ぐ
る
み

が
置
い
て
あ
る
な
ど
、
子
供
に
優
し
い
施
設

で
行
い
ま
す
。 

  

真
に
「
子
供
目
線
」
で
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
の
も
政
治
の
責
任
で
す
。
先
般
、

私
が
事
務
局
長
を
務
め
る
自
民
党
司
法
制
度

調
査
会
で
こ
の
点
を
取
り
上
げ
、
提
言
を
作

成
し
、
菅
官
房
長
官
、
上
川
法
務
大
臣
、
加

藤
厚
生
労
働
大
臣
、
小
此
木
国
家
公
安
委
員

長
な
ど
に
対
応
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

  
そ
し
て
、
右
調
査
会
の
提
言
で
取
り
上
げ

た
「
無
国
籍
者
」
に
つ
い
て
も
記
し
ま
す
。

十
数
年
前
に
見
た
映
画
『
誰
も
知
ら
な
い
』。

先
般
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
最
高
賞
を
受

賞
さ
れ
た
是
枝
裕
和
監
督
の
作
品
で
す
。
こ

の
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
世
間
か
ら
知

ら
れ
る
こ
と
な
く
生
き
て
い
る
無
国
籍
者
・

無
国
籍
児
の
存
在
を
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
４
年
程
前
か
ら
政
府
が
無
国
籍
者
の

把
握
に
取
り
組
み
始
め
、
現
時
点
で
１
５
９

３
名
（
う
ち
８
７
４
名
解
消
）
が
把
握
さ
れ

て
い
ま
す
。
無
国
籍
者
は
、
結
果
と
し
て
、

就
学
、
就
職
、
生
活
保
護
、
健
康
保
険
、
旅

券
発
給
等
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
社
会
生

活
上
の
大
き
な
不
利
益
を
被
る
ケ
ー
ス
が
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
元
無
国
籍
者
の

女
性
か
ら
お
話
を
直
接
伺
い
ま
し
た
。
児
童

虐
待
と
同
じ
で
暗
数
の
存
在
も
考
え
れ
ば
、

無
国
籍
者
の
「
把
握
」「
解
消
」「
予
防
」
の

三
面
か
ら
の
取
組
が
必
要
で
す
。 

 

無
国
籍
者
に
な
る
原
因
は
様
々
で
す
。
例

え
ば
、
女
性
が
元
夫
と
の
離
婚
後
３
０
０
日

以
内
に
子
を
出
産
し
た
場
合
、
民
法
第
７
７

２
条
の
規
定
に
よ
り
、
元
夫
が
そ
の
子
の
父

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
他
に

血
縁
上
の
父
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由

と
し
て
出
産
し
た
女
性
が
出
生
の
届
け
出
を

し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
子
が
戸
籍
に
記
載

さ
れ
ず
、
結
果
的
に
無
国
籍
児
に
な
る
の
で

す
。
こ
れ
も
ま
た
、
大
人
の
勝
手
で
、
子
供

の
人
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
例
で

す
。
紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
は
割
愛
し
ま
す

が
、
民
法
改
正
の
検
討
や
関
係
機
関
の
連
携

強
化
な
ど
を
、
法
務
大
臣
に
求
め
ま
し
た
。 

  

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
日
本
を
目
指

し
て
」。
こ
れ
が
提
言
書
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
に
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
を
支

え
る
法
制
度
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
３
０
年
７
月
記
） 

（１）                       会報 習志野隊友 第 25号（平成 30年 9月 20日） 
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全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
し
て 

   

８
月
１
５
日
は
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
東

京
都
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
に
お
い
て
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
い
で
、
政

府
主
催
の
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
が
執
り

行
わ
れ
、
私
も
毎
年
、
参
列
の
機
会
を
い
た

だ
い
て
い
る
。 

 

今
年
も
、
終
戦
７
３
周
年
の
こ
の
日
、
平

成
の
御
世
で
は
最
後
と
な
る
全
国
戦
没
者
追

悼
式
が
開
催
さ
れ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御

臨
席
の
も
と
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
や
全
国

各
地
の
遺
族
ら
約
６
５
０
０
人
が
参
集
し
、

戦
場
に
散
り
、
戦
禍
に
倒
れ
た
軍
人
軍
属
約

２
４
０
万
人
、
一
般
国
民
約
７
０
万
人
の
計

約
３
１
０
万
人
の
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。 

 

今
年
の
参
列
遺
族
は
、
最
高
齢
は
１
０
２

才
の
戦
没
者
夫
人
で
家
族
に
付
き
添
わ
れ
て

車
椅
子
で
の
参
列
で
あ
る
が
、
参
列
遺
族
の

大
多
数
が
、
今
や
、
子
・
孫
・
ひ
孫
の
世
代

で
あ
り
、
戦
争
終
了
後
７
３
年
の
歳
月
の
重

み
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
ま
た
、
来
年
４
月
の
御
譲
位
を
控
え
、
最

後
の
追
悼
式
臨
席
と
な
っ
た
天
皇
陛
下
は
、

「
お
言
葉
」
の
中
で
、「
終
戦
以
来
既
に
７
３

年
、
国
民
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
築
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
苦
難
に
満
ち
た
往
時
を
偲
ぶ
と

き
、
感
慨
は
今
な
お
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和
な
歳
月

に
思
い
を
致
し
つ
つ
、こ
こ
に
過
去
を
顧
み
、

深
い
反
省
と
共
に
、
今
後
、
戦
争
の
惨
禍
が

再
び
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
全

国
民
と
共
に
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、

世
界
の
平
和
と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈

り
ま
す
」
と
、
一
語
一
語
を
噛
み
し
め
る
よ

う
に
、
戦
没
者
に
向
か
い
語
り
か
け
ら
れ
て

い
た
。 

 

陛
下
は
、
平
成
６
年
に
は
硫
黄
島
、
同
７

年
に
は
長
崎
、
広
島
、
沖
縄
、
同
１
７
年
に

は
サ
イ
パ
ン
、
同
１
８
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
戦
没
者
慰
霊
の
旅
を
続
け
ら
れ
、
今
年
３

月
に
は
御
在
位
中
、
最
後
と
な
る
で
あ
ろ
う

沖
縄
訪
問
も
果
た
さ
れ
た
。
陛
下
の
並
々
な

ら
ぬ
戦
没
者
へ
の
思
い
を
改
め
て
胸
に
噛
み

し
め
、
ご
在
位
最
後
の
戦
没
者
追
悼
の
「
お

言
葉
」
の
一
語
一
語
が
胸
に
迫
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
両
陛
下
御
退
席
間
際
、
陛
下
が

遺
族
席
の
方
を
振
り
向
か
れ
て
、
二
度
三
度

と
頭
を
下
げ
ら
れ
る
お
姿
を
目
の
当
た
り
に

拝
し
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。 

当
日
、
追
悼
式
終
了
後
、
例
年
の
と
お
り

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
と
靖
国
神
社
に
参
拝

し
た
。
８
月
１
５
日
の
日
差
し
は
、
あ
の
７

３
年
前
と
変
わ
ら
ず
暑
い
。
し
か
し
、
そ
の

猛
暑
に
も
め
げ
ず
、
家
族
連
れ
な
ど
沢
山
の

人
た
ち
、
と
り
わ
け
若
い
世
代
が
、
粛
々
と

列
を
な
し
て
参
拝
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
か

っ
て
、
こ
の
国
の
将
来
を
思
い
尊
い
命
を
捧

げ
ら
れ
た
戦
没
者
の
御
霊
も
、
さ
ぞ
か
し
御

喜
び
の
こ
と
と
、
こ
れ
ま
た
、
胸
を
熱
く
し

た
こ
と
だ
っ
た
。 

 
 
 

（
会
員
Ｙ
記
） 

 

お
知
ら
せ
な
ど 

 

▽ 

「
家
族
支
援
協
力
」
の
お
知
ら
せ 

  
こ
れ
ま
で
、
新
聞
「
隊
友
」
に
も
何
度
か
、

隊
友
会
が
協
力
す
る
「
家
族
支
援
」
の
関
連

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
一
つ
隊
友

会
員
の
多
く
に
理
解
が
行
き
届
い
て
い
な
い

向
き
も
あ
り
、
加
え
て
、
わ
が
習
志
野
支
部

が
如
何
な
る
協
力
を
す
る
の
か
、
ご
心
配
の

向
き
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
既
に
ご
承
知
の

方
々
へ
の
復
習
の
意
味
も
含
め
、
現
状
を
お

知
ら
せ
す
る
。（
支
部
長
柚
木
文
夫 

文
責
） 

 

○ 

家
族
支
援
協
力
の
背
景 

 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
隊
災
害
派

遣
に
お
い
て
、
多
く
の
隊
員
が
取
る
も
の
も

取
り
あ
え
ず
即
応
出
動
し
、
人
命
救
助
・
生

活
支
援
等
の
任
務
に
長
期
に
わ
た
り
活
動
し

た
。
派
遣
隊
員
の
中
に
は
、
家
族
自
体
が
震

災
被
害
を
被
り
、
家
族
の
核
と
な
る
べ
き
夫

等
が
不
在
し
た
中
で
、
厳
し
い
被
災
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
隊
員
家
族
も
多
々
あ
っ
た
。

派
遣
隊
員
自
身
も
、
家
族
の
安
否
を
気
遣
い

つ
つ
も
、
派
遣
行
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
家

族
と
の
連
絡
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
、
ま

た
家
族
と
の
連
絡
が
途
絶
し
た
ま
ま
任
務
を

継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
派
遣
隊
員
留
守
家
族
の
支
援
は
、

本
来
、所
属
部
隊
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

従
来
か
ら
そ
の
方
針
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
の
大
震
災
派
遣
で
部
隊
が
ほ
ぼ
全
力
投
球

し
て
い
る
時
期
、
家
族
支
援
を
後
回
し
に
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
面
は
否
め
ず
、
加
え
て

隊
員
留
守
家
族
の
周
辺
地
域
が
な
べ
て
被
災

し
た
局
面
に
あ
っ
て
は
、
公
共
性
の
面
も
考

慮
し
、
隊
員
留
守
家
族
の
み
に
特
化
し
た
支

援
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た

と
の
反
省
も
あ
る
。 

 

○ 

基
本
方
針 

 

自
衛
隊
家
族
会
（
旧
名
・
自
衛
隊
父
兄
会
）

（
以
下
、「
家
族
会
」
と
略
記
）
及
び
隊
友
会

は
、
自
衛
隊
各
部
隊
に
協
力
し
て
、
家
族
支

援
態
勢
を
平
素
か
ら
構
築
し
、
大
規
模
災
害
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発
生
時
に
お
い
て
、
自
衛
隊
各
部
隊
が
実
施

困
難
な
隊
員
家
族
支
援
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
可
能
な
限
り
の
協
力
を
す
る
。 

 

家
族
支
援
の
内
容
と
し
て
、
安
否
確
認
、

激
励
・
相
談
相
手
、
生
活
支
援
（
子
供
の
面

倒
見
、
介
護
、
買
い
出
し
等
）、
そ
の
他
が
考

え
ら
れ
る
が
、
当
面
、
最
小
限
の
支
援
と
し

て
、
安
否
確
認
を
優
先
す
る
。 

 

○ 

実
施
手
順 

 

○１ 

自
衛
隊
各
部
隊
は
全
隊
員
に
、
本
家

族
支
援
の
趣
旨
・
要
領
を
説
明
し
、
今
後
の

災
害
派
遣
に
際
し
て
の
家
族
支
援
受
け
の
希

望
の
有
無
を
調
査
す
る
。 

 

希
望
隊
員
に
は
、
住
所
、
電
話
番
号
、
家

族
構
成
の
細
部
を
申
告
し
て
も
ら
う
。 

 

○２ 

各
部
隊
は
、
家
族
支
援
希
望
隊
員
の

申
告
リ
ス
ト
を
家
族
在
住
住
所
の
各
地
域
別

に
ま
と
め
て
、
地
域
担
当
駐
屯
地
業
務
隊
に

送
付
す
る
。 

 

○３ 

地
域
担
当
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
家
族

会
及
び
隊
友
会
の
組
織
を
通
じ
て
、
該
当
住

所
の
家
族
会
支
部
及
び
隊
友
会
支
部
に
該
当

支
援
希
望
隊
員
リ
ス
ト
を
通
知
す
る
。 

 

各
家
族
会
（
隊
友
会
）
支
部
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
所
近
傍
に
在
住
す
る
支
部
会
員
に
照

会
し
て
、
災
害
発
生
時
の
家
族
支
援
の
可
否

（
取
り
合
え
ず
は
安
否
確
認
訪
問
の
可
否
）

を
打
診
す
る
。 

 

支
援
に
合
意
し
た
支
部
会
員
が
家
族
会
と

隊
友
会
で
競
合
し
た
場
合
は
、
家
族
会
会
員

の
方
を
優
先
す
る
。 

 

○４ 

該
当
隊
員
家
族
の
支
援
に
合
意
し
た

家
族
会
会
員（
隊
友
会
会
員
）に
つ
い
て
は
、

家
族
会
支
部
（
隊
友
会
支
部
）
で
リ
ス
ト
を

整
理
し
て
、
家
族
会
（
隊
友
会
）
の
組
織
を

通
じ
て
、
地
域
担
当
駐
屯
地
業
務
隊
に
通
報

す
る
。 

 

地
域
担
当
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
部
隊
を
通

じ
て
、
家
族
支
援
希
望
隊
員
に
支
援
担
当
家

族
会
会
員
（
隊
友
会
会
員
）
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
等
を
通
知
す
る
。 

 

○５ 

支
援
受
隊
員
家
族
と
支
援
担
当
家
族

会
会
員
（
隊
友
会
会
員
）
の
間
を
、
駐
屯
地

業
務
隊
が
仲
介
し
て
電
話
等
で
日
時
を
調
整

し
た
後
、
支
援
担
当
家
族
会
会
員
（
隊
友
会

会
員
）
は
、
支
援
受
隊
員
家
族
宅
を
「
顔
合

わ
せ
」
訪
問
を
実
施
す
る
（
努
め
て
早
い
時

期
に
）。 

 

家
族
会
支
部
（
隊
友
会
支
部
）
は
「
顔
合

わ
せ
」
の
完
了
状
況
を
ま
と
め
、
家
族
会
（
隊

友
会
）
の
組
織
を
通
じ
て
、
各
隊
員
所
属
部

隊
に
通
報
す
る
。 

 

○ 

大
災
害
発
生
時
の
支
援 

 

大
災
害
が
発
生
し
、
地
元
が
被
災
し
た
場

合
、
支
援
担
当
家
族
会
会
員
（
隊
友
会
会
員
）

は
、
自
主
的
判
断
で
、
状
況
の
許
す
限
り
早

期
に
、
担
当
隊
員
家
族
宅
に
駆
け
付
け
、
そ

の
安
否
を
確
認
し
、
結
果
を
、
適
宜
の
手
段

で
部
隊
に
通
報
す
る
。 

 

事
後
の
家
族
支
援
は
、
状
況
に
応
じ
可
能

な
範
囲
で
実
施
す
る
に
努
め
る
。 

 

○ 

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況 

 

・
中
央
に
お
い
て
は
、
平
成
２
９
年
度
に

陸
幕
と
家
族
会
本
部
及
び
隊
友
会
本
部
の
間

で
、
協
定
書
の
調
印
が
終
わ
り
、
各
都
道
府

県
に
お
い
て
、
上
記
の
手
順
に
従
い
、
地
域

担
当
駐
屯
地
業
務
隊
と
各
都
道
県
家
族
会
及

び
隊
友
会
が
中
心
に
な
っ
て
「
平
時
か
ら
の

支
援
態
勢
の
構
築
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

海
幕
・
空
幕
に
お
い
て
は
、
若
干
準
備
が

遅
れ
て
お
り
、
協
定
書
議
定
は
平
成
３
０
年

度
中
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

・
東
部
方
面
隊
に
あ
っ
て
は
、去
る
６
月
、

東
部
方
面
総
監
部
が
主
催
し
て
「
家
族
支
援

Ｔ
Ｔ
Ｘ
（
机
上
演
習
）」
が
開
催
さ
れ
、
域
内

の
陸
自
部
隊
、
駐
屯
地
業
務
隊
、
地
本
、
家

族
会
、
隊
友
会
の
関
係
者
が
参
集
し
て
、
首

都
圏
に
大
災
害
発
生
、
隊
員
家
族
の
多
く
が

被
災
し
、
部
隊
の
総
力
が
災
害
派
遣
出
動
と

の
想
定
で
、
本
家
族
支
援
活
動
に
つ
い
て
演

習
し
、
認
識
を
統
一
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
問
題
点
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

 

・
千
葉
県
に
お
い
て
は
、
県
内
を
４
個
地

域
に
分
け
、
松
戸
・
習
志
野
・
下
志
津
・
木

更
津
各
駐
屯
地
業
務
隊
に
担
当
さ
せ
て
い
る

が
、
習
志
野
市
は
習
志
野
駐
屯
地
業
務
隊
が

担
当
し
て
い
る
。
な
お
、
習
志
野
駐
屯
地
業

務
隊
は
、
本
家
族
支
援
に
関
す
る
千
葉
県
全

体
の
統
括
業
務
を
も
担
当
し
て
い
る
。 

 

各
市
町
村
に
よ
っ
て
進
捗
状
況
に
差
異
は

あ
る
が
、
既
に
支
援
希
望
家
族
と
の
「
顔
合

わ
せ
」
も
終
わ
っ
て
い
る
市
も
あ
る
と
の
こ

と
。 

 
・
本
家
族
支
援
に
関
す
る
現
職
隊
員
の
理

解
が
今
一
つ
進
ん
で
い
な
い
せ
い
か
、
支
援

受
け
希
望
申
し
出
が
、
県
全
域
で
ま
だ
３
７

７
世
帯
と
少
な
い
（
７
月
末
時
点
）。 

 

習
志
野
市
に
お
い
て
は
、
現
時
点
で
８
世

帯
の
支
援
受
け
希
望
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

目
下
、
家
族
会
習
志
野
支
部
で
対
応
可
能
と

の
こ
と
で
、
隊
友
会
習
志
野
支
部
会
員
に
協

力
を
お
願
い
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

 

▽ 

新
入
会
員
の
紹
介(

敬
称
略) 

・
宮
田 

貴
幸 

（
陸
）  

東
習
志
野
３
丁
目 

  

・
古
茂
田
雅
之   

陸
） 

実
籾
２
丁
目 

 

▽ 

会
員
の
ご
逝
去 

・
澤
頭
一
豪
様 

 
 

香
澄
１
丁
目 

（
３
月
ご
逝
去
） 

・
常
増
壽
雄
様 

 
 

香
澄
１
丁
目 

（
４
月
ご
逝
去
） 

 

ご
逝
去
を
心
か
ら
悼
み
、
生
前
の
ご
厚
誼

に
深
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

▽ 

行
事
等
の
実
施
・
参
加 

 

○ 

習
志
野
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事 

４
月
８
日
、
陸
自
習
志
野
駐
屯
地
に
お
け

る
同
駐
屯
地
及
び
第
一
空
挺
団
の
創
立
記
念

行
事
に
支
部
長
以
下
が
参
加
し
た
。 

 ○ 

千
葉
県
護
国
神
社
春
季
例
大
祭 

 

４
月
１
０
日
、
千
葉
県
護
国
神
社
に
お
い

て
春
季
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
県
会
長
以

下
多
く
の
隊
友
会
員
が
参
加
し
て
戦
没
者
を

慰
霊
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
奉
舁
、
献
吟
並

び
に
境
内
の
交
通
統
制
奉
仕
に
多
く
の
隊
友
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会
員
が
参
加
し
た
。 

 

な
お
、
大
祭
に
先
立
つ
４
月
７
日
、
護
国

神
社
境
内
内
外
及
び
特
攻
勇
士
之
像
の
清
掃

奉
仕
に
、
県
隊
友
会
挙
げ
て
多
く
の
会
員
が

参
加
し
た
。 

 

○ 

千
葉
県
隊
友
会
総
会 

４
月
１
９
日
、
千
葉
市
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
千
葉
県
隊
友
会
年

次
総
会
に
柚
木
支
部
長
が
代
議
員
と
し
て
参

加
し
た
。 

 

○ 

「
あ
あ
特
攻
勇
士
之
像
」
慰
霊
祭 

 

５
月
２
６
日
、
県
護
国
神
社
境
内
に
あ
る

「
あ
あ
特
攻
勇
士
之
像
」
の
年
次
慰
霊
祭
が

催
さ
れ
、
安
達
県
副
会
長
以
下
多
く
の
隊
友

会
員
が
参
列
し
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
特
攻

攻
撃
に
散
華
さ
れ
た
千
葉
県
戦
没
者
１
３
８

柱
の
霊
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
た
。
当
支
部
か

ら
は
山
田
正
二
会
員
が
毎
年
欠
か
さ
ず
参
列

し
て
い
る
。 

 

○ 

隊
友
会
習
志
野
支
部
総
会 

 

６
月
２
３
日
、
市
内
・
海
鮮
パ
ブ
「
た
か

丸
」
に
お
い
て
、
隊
友
会
習
志
野
支
部
平
成

３
０
年
度
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
、
支
部

長
以
下
１
１
名
（
正
会
員
５
名
、
特
別
会
員

３
名
、
準
会
員
２
名
、
特
別
参
加
１
名
）
が

参
加
し
た
。
特
別
参
加
は
、
習
志
野
市
危
機

管
理
監
・
米
山
則
行
氏
（
隊
友
会
船
橋
支
部

会
員
）
で
、
隊
友
会
会
員
が
関
心
を
寄
せ
て

い
る
今
秋
の
習
志
野
市
防
災
訓
練
の
実
施
構

想
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。 

 

諸
般
の
事
情
で
正
会
員
参
加
が
５
名
と
僅

少
で
、
支
部
総
会
の
議
事
等
を
割
愛
し
て

早
々
に
懇
親
会
に
移
行
し
た
が
、
宴
も
酣
と

な
る
と
、
特
別
会
員
の
小
林
鷹
之
衆
議
院
議

員
、
佐
藤
正
巳
県
議
会
議
員
、
渡
邉
惇
弁
護

士
を
囲
ん
で
談
論
風
発
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
時
局
放
談
会
と
な
っ
た
。 

 

な
お
、
公
務
で
不
参
加
の
宮
本
泰
介
市
長

（
隊
友
会
特
別
会
員
）
か
ら
は
支
部
総
会
に

寄
せ
て
、
心
の
籠
も
っ
た
祝
電
を
い
た
だ
い

た
。 

 

○ 

習
志
野
部
隊
防
衛
講
話 

 

７
月
１
０
日
、
習
志
野
駐
屯
地
で
行
わ
れ

た
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
に
お
い
て
柚
木
支

部
長
が
防
衛
講
話
を
担
当
し
、
４
８
名
の
予

備
自
衛
官
を
前
に
、
当
今
の
中
国
軍
事
情
勢

を
主
体
に
、
わ
が
国
を
巡
る
防
衛
環
境
に
つ

い
て
解
説
し
た
。 

 

○ 

習
志
野
駐
屯
地
夏
ま
つ
り 

 

８
月
４
・
５
日
、
陸
自
習
志
野
駐
屯
地
に

お
い
て
、
恒
例
の
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

支
部
長
以
下
が
参
加
し
た
。好
天
に
恵
ま
れ
、

５
万
人
を
超
え
る
市
民
が
駐
屯
地
に
押
し
か

け
、
納
涼
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。
本
夏
ま

つ
り
の
名
物
・
花
火
打
ち
上
げ
に
、
支
部
は

例
年
ど
お
り
、
協
賛
金
を
贈
呈
し
た
。 

 

〇 

習
志
野
市
防
災
訓
練 

 

 

９
月
２
日
、
習
志
野
市
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
た
。
１
０
時
に
習
志
野
市
直
下
を
震
源
と

す
る
Ｍ
７
巨
大
地
震
発
生
の
想
定
で
、
市
民

全
員
参
加
の
形
で
、
各
人
の
防
護
動
作
、
各

戸
の
火
災
予
防
処
置
、地
域
で
の
安
否
確
認
、

避
難
所
の
開
設
と
避
難
者
受
入
れ
、
そ
の
後

の
初
期
消
火
・
救
急
搬
送
・
防
災
機
材
使
用

な
ど
の
一
連
の
訓
練
が
市
内
全
域
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
。
市
内
各
地
域
・
町
会
の
自
主

防
災
組
織
に
は
、
多
く
の
隊
友
会
支
部
会
員

が
役
員
等
と
し
て
日
頃
か
ら
活
動
し
て
お
り
、

今
回
も
、
夫
々
の
町
会
等
の
訓
練
の
先
頭
に

立
っ
て
、
昔
取
っ
た
杵
柄
で
活
躍
し
た
。 

 

▽ 

行
事
等
の
今
後
の
予
定 

 

○ 

千
葉
県
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭 

 

１
０
月
１
０
日
、
千
葉
県
護
国
神
社
に
て

開
催
予
定
。 

な
お
、
千
葉
県
隊
友
会
は
毎
年
、
戦
没
者

慰
霊
活
動
の
一
環
と
し
て
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
も
、
１
０
月
７
日
の
境
内
清

掃
、
例
大
祭
当
日
の
車
両
統
制
等
の
奉
仕
活

動
に
、
会
員
有
志
が
参
加
予
定
。 

 ○ 

自
衛
隊
殉
職
隊
員
千
葉
県
追
悼
式 

１
１
月
１
０
日
、陸
自
下
志
津
駐
屯
地「
鎮

め
の
庭
」
に
て
本
年
度
追
悼
式
開
催
予
定
。 

千
葉
県
隊
友
会
は
、
当
日
の
追
悼
式
に
参

列
す
る
と
と
も
に
、
戦
没
者
・
殉
職
者
慰
霊

活
動
の
一
環
と
し
て
事
前
の
「
鎮
め
の
庭
」

周
辺
整
備
を
担
当
し
、
１
１
月
３
日
（
予
備

日
４
日
）、
会
員
有
志
が
参
加
し
て
、
剪
定
・

除
草
・
清
掃
等
の
作
業
を
実
施
予
定
。 

 
 ○ 

習
志
野
自
衛
隊
初
降
下
訓
練 

 

１
月
上
旬
、習
志
野
演
習
場
で
開
催
予
定
。 

 

○ 

千
葉
県
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会 

 

千
葉
県
自
衛
隊
家
族
会
（
旧
名
自
衛
隊
父

兄
会
）
連
合
会
の
主
催
で
、
３
月
上
旬
、
千

葉
市
内
で
開
催
を
予
定
。 

佐藤正久ポスター 

掲示ご協力のお願い 
 

「ヒゲの隊長･佐藤まさひさポスター」 

（横４２cm×縦６０cm、佐藤正久プロフィ

ール全面、弁士型ポスター） 

（原則として、屋外の壁面等に直貼り ） 
 

上記を 年間を通じて掲示させていただ

ける場所を 市内に探しています。  ご

自宅又はお知り合いで 掲示にご協力い

ただける方がありましたら 下記にご一

報下さい。 

 

柚木
ゆ の き

文夫
ふみ お

 

(TEL/FAX  047-451-8327) 

(fum-yunk@sea.plala.or.jp) 

 （４）                    会報 習志野隊友  第 25号（平成 30年 9月 20日） 


